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岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議　

２

中
央
会
事
業
の
ご
案
内（
レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ほ
か
）　

３

海
外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト　

４　

八
月
の
景
況
調
査　

５　

支
所
だ
よ
り（
東
濃
・
飛
騨
支
所
だ
よ
り
）　

8

組
合
の
動
き　

６
・
７　

事
務
局
だ
よ
り　

９

　

こ
の
た
び
、
岐
阜
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
が
事
務
局
と

な
っ
て
、
産
業
団
体
、
労
働
、
消

費
者
、女
性
、Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
の

委
員
で
構
成
す
る
「
岐
阜
県
Ｉ

Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会
議
」
を
設

置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
世
界
規
模
で
飛
躍
的
に
進
展
す
る
情
報
技
術

（
Ｉ
Ｔ
）
が
社
会
・
経
済
の
構
造
を
急
速
に
変
革
さ
せ
る
Ｉ

Ｔ
革
命
の
中
で
県
内
産
業
界
全
体
、
各
業
界
、
個
別
企
業
・

事
業
者
、労
働
者
、消
費
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
革

命
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
の
検
討
・
提
案
及
び
推

進
の
場
と
し
て
、
県
内
経
済
人

等
に
よ
る
会
議
を
設
置
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
も
、「
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
革
命
推
進
を
日
本

再
生
の
最
も
重
要
な
柱
」と
位
置
付
け
ら
れ
、各
種
施
策
が

推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
の
「
産
業
情
報
施
策
」
も
全
国
に
先
駆
け

た
「
ス
ィ
ー
ト
バ
レ
ー
構
想
」
の
も
と
県
民
情
報
力
の
強
化
、

専
門
家
の
育
成
、
Ｉ
Ｔ
基
盤
の
整
備
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興
、

Ｉ
Ｔ
基
地
づ
く
り
等
の
諸
施
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
情
報
革
命
の
進
展
に

よ
り
、
経
済
社
会
の
構
造
が
大
き
く
変
革
す
る
も
の
と
予
想

さ
れ
、自
ら
そ
の
対
応
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

企
業
の
役
割
は
、
競
争
に
打
ち
勝
ち
生
き
残
る
こ
と
が
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
。

　

こ
の
厳
し
い
競
争
環
境
の
変
化
が
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
で
、全
て
の
企
業
自
ら
が

自
己
責
任
の
下
で
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
り
競
争
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
。

　

幸
い
岐
阜
県
に
は
、国
際
的
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
研
究
開
発
拠

点
で
あ
る「
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
」、産
業
の
高
度
化
を
リ
ー

ド
す
る
「
Ｖ
Ｒ
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
基
盤

と
し
て
情
報
化
が
促
進
さ
れ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ

ジ
ネ
ス
が
育
ち
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
「
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済

会
議
」
を
通
じ
て
Ｉ
Ｔ
革
命
推

進
に
つ
い
て
、産
業
経
済
界
が
率
直
な
意
見
交
換
を
行
い
、そ

の
成
果
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
県
・
政
府
の
施
策
と
し
て

迅
速
に
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、
県
産
業
界

全
体
、
各
産
業
分
野
、
各
企
業
、
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
自
ら
実
践
的
に
Ｉ
Ｔ
革
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
革
命
に取

り
組
む

岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会
議



構
想
の
紹
介
を
し
た
。

　

続
い
て
、
各
業
界
に
お
け
る
産
業

廃
棄
物
の
排
出
の
現
状
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
・

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
主
な
意
見
交

換
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
機
械
金
属
＝
多
く
の
ス
ラ
ッ
ジ

の
処
理
は
専
門
業
者
に
委
託
。
一
部

で
研
磨
ス
ラ
ッ
ジ
を
瓦
に
混
ぜ
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
試
作
中
で
あ
る
が
コ
ス

ト
高
で
さ
ら
に
研
究
中
。

　

▽
木
工
＝
木
製
家
具
等
は
原
則
、

再
利
用
す
る
が
、
お
が
く
ず
等
は
焼

却
す
る
。
一
社
の
み
で
の
施
設
設
置

は
中
小
企
業
に
は
負
担
が
大
き
す

ぎ
る
。

　

▽
肉
用
牛
＝
牛
・
豚
・
鶏
で
は
糞
尿

を
肥
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え

て
い
る
が
処
理
施
設
の
悪
臭
の
問
題

が
あ
り
。ま
た
、
業
界
一
体
と
な
っ
た

共
同
処
理
施
設
が
望
ま
れ
る
。

　

▽
建
設
産
業
＝
建
設
廃
材
な
ど
の

中
間
処
理
は
若
干
進
ん
で
い
る
が
、

最
終
処
分
場
が
不
足
。

　

▽
繊
維
＝
基
本
的
に
廃
棄
物
の
量

の
抑
制
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、
処
分

し
や
す
い
よ
う
繊
維
の
種
類
に
よ
り

分
別
回
収
を
実
施
し
て
い
る
が
最
終

ス
ラ
ッ
ジ
の
処
分
場
の
建
設
を
望
む
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
利
用
で
、

岡
本
座
長
の
開
催
あ
い
さ
つ

化
学
繊
維
の
開
発
と
使
用
の
用
途
先

を
研
究
中
。

　

▽
陶
磁
器
＝
陶
磁
器
の
焼
成
前
は

比
較
的
に
再
利
用
し
や
す
い
が
、
焼

成
後
の
陶
磁
器
は
再
利
用
や
処
分

場
を
研
究
中
。

　

▽
紙
業
＝
紙
の
ス
ラ
ッ
ジ
の
再
利

用
を
研
究
し
て
い
る
が
、
施
設
の
規

模
が
小
さ
い
た
め
再
生
品
は
コ
ス
ト

高
と
な
る
。

　

▽
食
品
＝
食
品
全
体
と
し
て
は
、

肥
料
や
飼
料
に
再
利
用
が
可
能
（
低

コ
ス
ト
で
で
き
る
肥
料
等
を
研
究
中
）

で
あ
る
が
、
処
理
施
設
の
設
置
を
行

政
と
と
も
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
廃
棄
物
処
理
や

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
設
置
を
求
め
る

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
を
受
け
、
同
連

絡
会
議
は
「
地
域
経
済
の
活
性
化
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、業
界
・
県
・
市

町
村
と
一
体
と
な
り
安
心
し
て
廃

棄
物
処
理
が
で
き
る
施
設
を
建
設

し
、
適
正
な
廃
棄
物
処
理
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め

に
も
、
県
内
に
産
業
廃
棄
物
を
適
正

に
処
理
す
る
施
設
、
す
な
わ
ち
、
リ

サ
イ
ク
ル
場
を
核
と
す
る
地
球
環
境

村
の
早
期
実
現
を
願
い
し
た
い
」
と
い

う
主
旨
の
要
望
書
を
岡
本
座
長
か

ら
奥
村
局
長
へ
手
渡
し
た
。

　

岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議（
岡
本
太
右
衛
門
座
長
）は『
岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄

物
対
策
連
絡
会
議
』を
九
月
二
十
一
日
、グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
た
。こ
の
連
絡
会
議
は
、県
内
の
主

要
業
界
八
団
体
と
中
央
会
が
、県
内
中
小
企
業
か
ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
・
研
究
・

現
状
に
つ
い
て
、情
報
交
換
を
行
っ
た
。
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県内業界の現状を発表
地球環境村の実現を要望

岐阜県中小企業産業廃棄物対策連絡会議
　

連
絡
会
議
で
は
、
岡
本
座
長
の
進

行
で
、
岐
阜
県
健
康
福
祉
環
境
部
の

奥
村
寛
治
環
境
局
長
よ
り
、
廃
棄

物
・
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
法
と
県
内
の

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
民
間
の

資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、優
れ

た
公
共
施
設
の
整
備
や
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
促
す
事
業
方
式
で
あ
る
Ｐ

Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
、千
葉
県
の
事
例
を
交

え
、
岐
阜
県
が
目
指
す
地
球
環
境
村

地
球
環
境
村
の
構
想
を
説
明

奥
村
環
境
局
長
の
説
明

環
境
村
の
実
現
に
対
す
る
要
望
書



　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る

『
レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』を

十
一
月
十
一
日　

の
午
後
一
時
三

（土）

十
分
か
ら
、長
良
川
国
際
会
議
場
で

開
催
し
ま
す
。

　

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、野
田

聖
子
衆
議
院
議
員（
元
郵
政
大
臣
）

が『
わ
た
し
た
ち
の
活
躍
す
る
新
世

紀
』を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
す
。

　

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は「　

世
紀
は
女
性
の
時

21

代
で
あ
る
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
女
性
が
進
出
し
、

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が

主
催
す
る
『
岐
阜
県
企
業
求
人
合
同

説
明
会
（
２
０
０
０
・　

・　

Ｇ
Ｉ

11

28

Ｆ
Ｕ　

就
職
セ
ミ
ナ
ー
）』
が
十
一
月

二
十
八
日
�
、
午
後
一
時
か
ら
岐
阜

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
合
同
説
明
会
は
、
雇
用
機
会

の
確
保
を
図
り
、
県
内
企
業
の
優
秀

な
人
材
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
求

人
を
希
望
す
る
県
内
企
業
と
求
職
を

希
望
す
る
学
生
等
が
一
堂
に
会
す
る

説
明
会
で
す
。

　

求
人
企
業
は
、
県
内
四
十
二
社
が

参
加
。
求
職
参
加
者
の
対
象
は
、
二

〇
〇
一
年
三
月
に
大
学
、
短
大
、
専

修
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
高
校
等

を
卒
業
予
定
の
方
。
ま
た
、
二
〇
〇

〇
年
三
月
に
お
け
る
既
卒
業
の
方
。

　

問
い
合
わ
せ
先
は
、
中
央
会
・
調

査
労
働（
℡
〇
五
八－

二
七
七－

一

一
〇
三
・　

〇
五
八－

二
七
三－

三

九
三
〇
）チ
ー
ム
ま
で
。
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レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

　

月　

日　

・
長
良
川
国
際
会
議
場

11

11

（土）

県
企
業
求
人
合
同
説
明
会
の
ご
案
内

　

月　

日　

・
岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー

11

28

（火）

央
会
会
長
、パ
ネ
ラ
ー
に
は
同
ク
ラ

ブ
の
顧
問
で
も
あ
る
野
田
聖
子
衆

議
院
議
員
、同
ク
ラ
ブ
の
加
藤
智
子

会
長
、玉
井
博
�
・
島　

朋
美
副
会

長
、外
部
か
ら
岐
阜
女
子
大
学
の
家

政
学
部
の
高
田
晴
子
教
授
。

　

参
加
申
込
は
、中
央
会
・
組
織
指

導
チ
ー
ム（
℡
〇
五
八－

二
七
七－

一
一
〇
四
・　

〇
五
八－

二
七
三－

三
九
三
〇
）ま
で
。

県
企
業
求
人
合
同
説
明
会「
G
I
F
U
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」の
ポ
ス
タ
ー

め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い
る
近

年
、い
よ
い
よ　

世
紀
を
迎
え
る
に

21

あ
た
り
、「
夢
を
語
る
」を
テ
ー
マ
に
、

各
パ
ネ
ラ
ー
の「
夢
」を
語
り
合
っ

て
も
ら
い
ま
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
辻
正
中

地
域
交
流
会（
可
茂
地
域
）の
ご
案
内

　

月　

日　

・
美
濃
加
茂
市
文
化
会
館

11

29

（水）

県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ご
案
内

　

月　

日　

・
長
良
川
国
際
会
議
場

11

20

（月）

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
岐

阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡

会
議
・　

地
球
環
境
村
ぎ
ふ
が
主
催
す

（財）

る『
岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ

ム
』を
十
一
月
二
十
日
�
、午
後
一
時
三

十
分
か
ら
長
良
川
国
際
会
議
場
で
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、資
源
循
環
型
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
、廃
棄
物
の
排
出
抑
制
や
再
資
源
化

な
ど
に
い
か
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
探
る

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　

基
調
講
演
で
は
、「
循
環
型
社
会
に
求

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が

主
催
す
る
『
地
域
交
流
会
（
可
茂
地

域
）』
を
十
一
月
二
十
九
日
�
、
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
美
濃
加
茂
市
文
化

会
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
地
域
の
組
合
・

任
意
グ
ル
ー
プ
等
及
び
中
小
商
工
業

者
に
対
し
、
本
会
の
事
業
活
動
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
行
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
伊
藤
猛
雄
中
小
企
業
診

め
ら
れ
る
も
の
と
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
」を
テ
ー
マ
に
、エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
安
藤
眞
代
表
を
講
師
に
招
き

講
演
を
行
い
ま
す
。

　

事
例
と
し
て
、㈱
カ
ン
チ
総
合
技
術
研

究
所
の
池
田
正
昭
取
締
役
が「
建
設
業

界
の
リ
サ
イ
ク
ル
」、二
村
化
学
工
業
㈱

岐
阜
工
場
の
高
阪
務
技
術
課
長
が「
廃

活
性
炭
の
リ
サ
イ
ク
ル
」、㈱
小
澤
瓦
工

業
の
小
澤
孝
導
代
表
取
締
役
が「
廃
瓦
の

リ
サ
イ
ク
ル
」を
テ
ー
マ
に
発
表
し
ま
す
。

　

参
加
申
込
は
、中
央
会
・
調
査
労
働

チ
ー
ム
ま
で
。

断
士
を
講
師
に
招
き
、『
元
気
印
の
経

営
学
』
を
テ
ー
マ
に
、
基
調
講
話
を

行
い
ま
す
。

　

講
話
後
に
は
、「
何
で
も
相
談
」
と

し
て
、
組
合
設
立
・
運
営
・
経
理
な

ど
組
合
・
任
意
グ
ル
ー
プ
等
に
関
す

る
全
て
の
問
題
及
び
新
規
創
業
等
に

つ
い
て
、
専
門
家
及
び
本
会
職
員
が

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
中
央
会
・
広
報

振
興
チ
ー
ム
ま
で
。

FAX
FAX



海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

香港サイエンスパーク
岐阜県香港駐在員　野原　英一

はじめに
　以前このページで「香港サイバーポート」につい
て紹介したが、別のハイテク関連プロジェクトである
「香港サイエンスパーク」計画が同時に進行してい
る。サイバーポートがＩＴに的を絞った施設である
のに対し、サイエンスパークはＩＴを含んだ先端科
学技術を対象としている。

香港サイエンスパークの概要
　香港サイエンスパークの主な目的は、地場企業
の技術力アップとビジネスの拡大、高度なテクノロ
ジーを有する外資の誘致、高付加価値産業に関連
した就業機会の拡大、様 な々分野において技術を
持ったベンチャー企業の共同体の創出などである。
　上述の目的を達成するため、香港九龍半島北
部の新界・大埔地区の土地を埋め立てて22 ヘク
タールの土地を造成し、3期15年の年月と33億香
港ドルを投資してハイテクインテリジェントオフィス
ビル、ライブラリー、住居、ホール、会議室、レクリ
エーション施設などが建設される。オフィスビルの
賃貸料は、契約期間や入居物件によって異なるが、
1平方フィートあたり8～ 9香港ドル程度となる予定
である。
　サイエンスパークに入居を予定される企業は情
報技術、バイオテクノロジー、精密機械工学などの
高度な技術を有する製造業や、関連分野のリサー
チ、マーケッティングなどの分野の企業で、大量生
産型の企業は推奨されない。その他、パーク内に
は支援産業関連として法律サービス、ベンチャー
ファンド、リース、人材派遣、コンサルティングなど
のサービス企業も入居する予定となっている。

最近の進捗状況等
　香港政府はサイエンスパークの建設と管理を
1998 年 5月に設立された臨時サイエンスパーク
公社に委託している。同公社は産業界、学会、政
府で構成される取締役会で意志決定がされる。
　現在のところ、サイエンスパークプロジェク
トは第1期インフラ建設中で完成は2001年中頃
の予定である。第1期分の分譲・入居は2002年の
第一四半期に開始される予定である。
　現在 7社が第 1期分の入居契約を既に済ませ

ており、第 1期総面積の 4分の 1に当たる約 20
万平方フィートがそれらの企業にリースされる。
また、サイエンスパーク計画に関心を示す企業
が多く、26社の申込みが受け付けられ、臨時公社
で検討されているようである。IT 関連では
「ウィー・ソフトウエア」という会社が最初の契
約企業となった。

終わりに
　サイエンスパークやサイバーポートなどのインフラ
プロジェクトに代表される香港政府のテコ入れや、
世界的なＩＴブームなどで香港経済界は一時ハイ
テクブームであった。それはハイテク関連株価が急
上昇していた今年第 1四半期がピークであった。
　しかし、専門家などは当初から、香港はハイテク
関連の人材育成に関して立ち後れが著しく、この問
題に手を打たない限りハイテク振興をいくら唱えたと
ころで実現は困難である、と厳しい批判を行ってき
た。香港政府は事態改善に向けて、まず手っ取り早
い解決策として中国本土からの人材輸入を打ち出
したが、実績はまだまだこれからというところで、アメ
リカのシリコンバレーにおけるインド人その他のアジ
ア人技術者の導入のようにはスムーズには運んで
いない。政府の思惑どおりにハイテクプロジェクトが
軌道に乗るには、まだまだハードルは高いようである。
( 香港サイエンスパークのホームページアドレスは
http://www.hksciencepark.com/)

< 香港サイエンスパーク完成予想図 >
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県内中小企業主要業種の景気動向
（8月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

8月景況調査

の
宿
泊
者
の
増
加
、看

板
等
製
作
の
需
要
創
出

効
果
が
あ
り
、旅
館
、広

告
美
術
等
の
売
上
増
と
、

機
械
・
金
属
の
受
注
増

に
よ
り
若
干
の
改
善
と

な
っ
た
。

高
校
総
体
が
需
要
創
出

建
設
業
に
改
善
予
想

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た『
八
月
の
特
色
』と『
十
一
月
ま
で
の
景

況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
八
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
前
月
同
様
、景
況
停
滞
②
高
校
総

体
が
需
要
創
出
③
猛
暑
が
消
費
需
要
を
減
少
④

機
械
・
金
属
、再
び
受
注
増
の
動
き
―
と
な
っ
て

い
る
。

　

八
月
の
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、前
月
比
2
ポ
イ
ン

ト
改
善
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、依
然
景
況

23

感
停
滞
が
続
い
て
い
る
。

　

今
回
は
、岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た
高
校
総
体
で

　

し
か
し
、消
費
需
要
、建
築
需
要
、公
共
工
事
発
注
等

の
需
要
動
向
は
依
然
低
迷
し
て
お
り
、更
に
石
油
系
関

連
の
値
上
が
り
で
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
り
、収
益
の
圧

迫
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

総
合
的
に
、一
部
に
需
要
増
の
業
種
が
見
ら
れ
る
が

力
弱
く
、低
価
格
、過
当
競
争
な
ど
マ
イ
ナ
ス
要
素
が

極
め
て
強
く
不
況
色
は
濃
厚
な
状
況
で
あ
る
。

　
〔
十
一
月
ま
で
の
見
通
し
〕十
一
月
ま
で
の
景
気
動

向
予
想
は
、Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月

10

実
績
に
対
し　

ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
改
善
予
想
。消
費
、

13

観
光
、特
に
建
設
業
で
プ
ラ
ス
要
因
が
あ
る
た
め
、全

体
的
に
改
善
予
想
と
な
っ
て
い
る
。

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△プ ラ ス チ ッ ク
→△▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△△モ ザ イ ク タ イ ル
→△△△▲窯 業 原 料
→△△△△耐 火 れ ん が
→▲▲△▲石　 　 灰
→△△▲▲生　 コ　 ン
→△△△○砂 利 生 産
→△△△△砕 石 生 産

→○△○○鋳　 　 物
→△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 

→△△○○メ　 ッ　 キ
→△△△△機 械 金 属
→△△▲▲金　 　 型

→○△○▲機械工具・工作機械
→△△△△電 気 機 械 器 具
→△△○▲輸 送 機 器
→△○△○各種物産品（観　 光）
→▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△△△△総 合 卸 売 業
→△△△△青　 　 果
→△△△△水　 産　 物
→△▲▲▲家 電 機 器 販 売
→▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
→△△△△中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△▲▲△味 噌 ・ 醤 油
→▲▲△△豆 腐 製 造
→△○○○食 肉 （ 国 産 ）
→▲▲△△菓　 　 子

→▲▲▲▲米　 　 菓
→▲▲▲▲酒　 　 造
→△○○○米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△△△△織 物 染 色
→▲▲▲▲ニ ッ ト 工 業
→▲▲▲▲毛　 織　 物
→△△△△合 成 繊 維 織 物
→△△△△ニ ッ ト 雑 貨
→△△▲○靴　 　 下
→▲△△○メ ン ズ ア パ レ ル
－－－－－婦 人 ・ 子 供 服
－－－－－縫　 　 製
→▲▲△▲製　 　 材
→△△△△銘　 　 木

→○△○○集　 成　 材
→▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
－－－－－家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△○東 濃 ひ の き
→△△△△家　 庭　 紙
→△△△△特　 殊　 紙
→▲▲△△紙　 加　 工
→△▲▲▲印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△○○石 油 製 品 販 売
→▲▲▲▲共 同 店 舗
→△△△△岐 阜 市 商 店 街
→▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
→△△▲▲多 治 見 市 商 店 街
→▲△▲▲恵 那 市 商 店 街
→△△△△高 山 市 商 店 街
→△△△△車 体 整 備
→△△△△タ イ ヤ 整 備
→△△△○長 良 川 畔 旅 館
→△△○○下 呂 温 泉 旅 館
→△○○○高 山 旅 館
→▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ

→○○○○広 告 美 術

→△△▲▲情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△△映 像 制 作
→△○△○飲　 食　 業
→△△△△土 木 （ 岐 阜 ）
→▲△○－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△○△木 造 建 築

→△△△△鋼 構 造 物
→▲△△○電 気 工 事
→△△▲△管 設 備 工 事

→○△○△建 築 板 金
→▲▲▲▲建　 　 具
→△△△△産 直 住 宅
→△▲▲▲貨物運送（岐阜地区）
→△△△△貨 物 運 送 （ 県 域 ）
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衆
議
院
商
工
委
員
会
が
視
察

陶
磁
器
業
界
の
要
望
な
ど
を
聴
取

　

衆
議
院
商
工
委
員
会
が
地
域
地

場
産
業
（
陶
磁
器
業
界
）
の
現
状
等

を
視
察
す
る
た
め
九
月
二
十
日
、
美

濃
焼
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。

　

商
工
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
古
屋

圭
司
委
員
長
を
は
じ
め
、
十
人
の
衆

議
院
議
員
と
衆
議
院
商
工
委
員
部
、

通
商
産
業
省
の
担
当
官
ら
七
人
。
陶

磁
器
業
界
か
ら
は
岐
阜
県
陶
磁
器

工
業
協
同
組
合
連
合
会
の
宮
地
吾

郎
理
事
長
ら
八
人
、
岐
阜
県
陶
磁
器

卸
商
業
協
同
組
合
連
合
会
の
玉
樹

成
三
理
事
長
ら
五
人
が
対
応
し
た
。

　

陶
磁
器
業
界
は
、
過
去
の
経
済
変

動
を
地
場
産
業
の
粘
り
強
さ
と
組

合
を
母
体
と
す
る
団
結
力
を
発
揮

し
て
乗
り
越
え
て
き
た
経
緯
と
現
状

を
説
明
し
た
。

　

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

連
合
会
で
は
、
美
濃
焼
陶
磁
器
産
業

の
振
興
策
「　

世
紀
へ
の
新
し
い
展

21

開
」
と
し
て
、
給
食
用
食
器
、
病
院
・

介
護
用
食
器
、
幼
児
用
食
器
、
業
務

用
食
器
等
に
お
け
る
陶
磁
器
製
品
の

優
良
性
、
導
入
に
つ
い
て
国
レ
ベ
ル
の

強
い
指
導
、
対
応
な
ど
八
項
目
の
指

導
依
頼
と
要
請
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
陶
磁
器
卸
商
業
協

同
組
合
連
合
会
で
は
、
景
気
対
策
の

強
力
な
推
進
な
ど
三
項
目
を
要
望

し
た
。

演
。梶
原
知
事
は
、「
Ｉ
Ｔ
革
命
は
人

類
始
ま
っ
て
以
来
の
大
革
命
。こ
れ

を
県
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
に
は

Ｉ
Ｔ
の
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
、分

か
り
易
く
提
示
・
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
し
、日
本
が

Ｉ
Ｔ
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
を
追
い

A
N
I
A
秋
期
総
会

ビ
ジ
ネ
ス
ド
リ
ー
ム　
２１

衆
議
院
商
工
委
員
会
の
視
察

Ｉ
Ｔ
革
命
は
意
識
革
命

Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
秋
期
総
会
で
梶
原
知
事
講
演

　

全
国
地
域
情
報
産
業
団
体
連
合

会（
通
称
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
）は
十
月
四
日
、

『
平
成
十
二
年
度
秋
期
総
会
』を
大

垣
市
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で

開
催
し
た
。

　

総
会
に
は
全
国
の
会
員
約
百
人

が
参
加
し
、講
演
会
及
び
会
員
企
業

の
成
果
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
会
で
は
、梶
原
知
事
が『
岐

阜
県
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
』を
テ
ー
マ
に
講

人
材
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
ド
リ
ー
ム　

が
開
催

21

越
す
に
は「
Ｉ
Ｔ
に
よ
り
自
分
た
ち

の
生
活
や
仕
事
等
、将
来
が
大
き
く

変
わ
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
べ
き

で
あ
る
。こ
れ
は
意
識
革
命
で
も
あ

る
。」と
述
べ
、Ｉ
Ｔ
革
命
は
意
識
革

命
で
も
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
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岐
阜
労
働
局
、雇
用
能
力
開
発
機

構
岐
阜
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た『
ビ

ジ
ネ
ス
ド
リ
ー
ム　
（
就
職
面
接

21

会
）』が
十
月
四
日
、岐
阜
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
面
接
会
は
、企
業
と
求
職
者

の
交
流
機
会
を
提
供
す
る
た
め
昨

年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、五
十
七

社
の
企
業
と
県
内
外
か
ら
就
職
希

望
者
ら
約
六
百
五
十
人
が
参
加
し

た
。

　

ま
た
、人
材
・
雇
用
管
理
面
な
ど

か
ら
の
新
規
成
長
分
野
の
企
業
支

援
の
た
め
、中
央
会
、エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
岐
阜
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、県

雇
用
開
発
協
会
な
ど
の
十
支
援
機

関
が
、相
談
窓
口
を
設
け
、創
業
支

援
策
や
助
成
金
な
ど
の
相
談
に
応

じ
た
。

　

面
接
会
が
は
じ
ま
る
前
に
は
、元

西
部
百
貨
店
専
務
の
井
戸
和
男
天

理
大
学
教
授
が「
事
業
開
発
と
人
材

開
発
―
企
業
は
人
な
り
」を
テ
ー
マ

に
特
別
講
演
が
あ
っ
た
。

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�
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多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
協
同

組
合
（
藤
垣　

孟
理
事
長
）
主
催
の

『
第　

回
た
じ
み
茶
碗
ま
つ
り
』
が

23

十
月
八
日
か
ら
二
日
間
、
多
治
見
美

濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

同
ま
つ
り
は
、
美
濃
焼
が
値
打
ち

な
価
格
で
手
に
入
る
こ
と
か
ら
毎
年

盛
況
。
製
陶
会
社
三
十
二
社
が
軒
を

連
ね
た
「
大
廉
売
市
」
で
は
、
美
濃

焼
陶
器
が
時
価
の
三
〜
五
割
引
き
で

売
ら
れ
、
ま
た
環
境
に
配
慮
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
も
並
べ
ら
れ
て
お
り
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
家
族
連

れ
が
陶
器
を
い
く
つ
も
手
に
と
っ
て

　

関
市
刃
物
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主

催
の
『
第　

回
関
市
刃
物
ま
つ
り
』

33

が
十
月
七
日
か
ら
二
日
間
、
関
市
本

町
通
り
を
中
心
に
、
関
市
各
所
で
開

催
さ
れ
た
。

　

ま
つ
り
の
メ
イ
ン
は
、
本
町
通
り

で
行
わ
れ
た
「
刃
物
大
廉
売
市
」
で

関
市
内
の
刃
物
業
者
六
十
一
社
が
出

店
。
各
出
店
業
者
は
テ
ン
ト
を
並
べ
、

包
丁
・
ナ
イ
フ
・
ハ
サ
ミ
・
洋
食
器

な
ど
の
商
品
を
格
安
で
販
売
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ま
つ
り
の
協
賛
行
事
な
ど

で
、
岐
阜
県
刃
物
会
館
で
「
関
優
秀

刃
物
展
＆
全
国
主
要
産
地
刃
物
展
」、

関
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
「
刀

剣
展
」「
古
式
日
本
刀
鍛
錬
一
般
公

開
」
な
ど
が
市
内
各
所
で
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
た
。
ま
つ
り
の
二
日
間
は
、

市
内
各
所
の
会
場
を
散
策
す
る
家
族

づ
れ
、
観
光
客
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

　

世
紀
に
つ
な
が
る
ま
つ
り

21

た
じ
み
茶
碗
ま
つ
り
開
催

本
町
通
り
で
刃
物
大
廉
売
市

第　

回
関
市
刃
物
ま
つ
り
開
催

33

　

な
お
、
十
月
一
日
に
は
、
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
子
供
用
食
器
・
茶

碗
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
て
い
る
「
Ｋ

Ｉ
Ｄ
Ｓ 
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
こ
ど
も
陶
器
博

物
館
）」
が
セ
ン
タ
ー
内
に
オ
ー
プ
ン

し
て
お
り
、
一
堂
に
展
示
さ
れ
た
ア

ニ
メ
茶
碗
を
鑑
賞
し
た
り
絵
付
け
工

房
で
絵
付
の
体
験
を
す
る
な
ど
、
ま

つ
り
に
訪
れ
た
親
子
連
れ
が
楽
し
ん

で
い
た
。

第　

回
た
じ
み
茶
碗
ま
つ
り

23

第　

回
関
刃
物
ま
つ
り

３３

品
定
め
し
て
い
た
。

　

そ
の
他
、「
蔵
出
し
セ
ー
ル
」、
不

要
と
な
っ
た
陶
器
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
「
陶
器
下
取
り
」
等
も
催
さ
れ
、

陶
器
の
持
つ
可
能
性
、
魅
力
が
伝
わ

る
ま
つ
り
と
な
っ
た
。

パートタイム労働者の雇用管理改善に�パートタイム労働者の雇用管理改善に�

専門のアドバイザーがパートタイマーの雇用管理の�
改善に様々なお手伝いをいたします。�
事業主向けのセミナーも開催しています。�
すべて無料です。お気軽におたずねください。�
�

●パートタイマーを雇いたいが、注意点は●パートタイマーを雇いたいが、注意点は?�?�
●就業規則や賃金の規定などのことを教え●就業規則や賃金の規定などのことを教え��
　てほしいが　てほしいが?�?�
●パートタイム助成金のことについて詳し●パートタイム助成金のことについて詳し��
　く知りたい　く知りたい??　等　等��

パートタイム労働者の雇用管理改善に�パートタイム労働者の雇用管理改善に�パートタイム労働者の雇用管理改善に�

●パートタイマーを雇いたいが、注意点は?�
●就業規則や賃金の規定などのことを教え�
　てほしいが?�
●パートタイム助成金のことについて詳し�
　く知りたい?　等�
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今
月
号
よ
り
貴
重
な
紙
面
を
両
支
所

に
よ
り
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
ど
の
よ
う
な
内
容
と
し
て
い
く

か
、ま
た
、紙
面
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
大
変
不
安
で
あ
り
ま
す
。

　

本
会
は
、中
小
企
業
組
合
の
指
導
機
関

と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、会
員
で
あ
る

組
合
の
た
め
に
あ
る
組
織
で
あ
り
ま
す
の

で
、会
員
組
合
に
参
考
と
な
る
情
報
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、そ
の
組
合
の
現
状
と
言
え
ば
、

中
小
企
業
経
営
に
比
例
し
て
総
じ
て
、厳

し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

こ
と
に
、東
濃
支
所
管
内
は
、陶
磁
器
、

木
材
、石
材
等
地
場
産
業
に
よ
る
業
界
組

合
が
多
く
、い
ず
れ
の
組
合
も
組
合
員
の

減
少
に
よ
る
財
政
難
に
陥
り
、一
部
に
は

組
合
間
の
合
併
も
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
活
動
が
低
下
す
れ
ば
、当
然
の
如

く
、組
合
員
の「
組
合
離
れ
」と
な
り
ま
す

が
、こ
れ
は
組
合
の「
中
央
会
離
れ
」に
も

つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
、本
会
と
組
合
は
、

同
じ
課
題
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
強
く
認
識
し
、原
点
に
返
り
、

「
組
合
は
組
合
員
の
た
め
に
、中
央
会
は

組
合
の
た
め
に
」を
肝
に
命
じ
、管
内
の
組

合
に
刺
激
と
な
る
よ
う
な
事
例
紹
介
等

に
よ
り
こ
の
紙
面
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、ご
期
待
い
た
だ
け
る
よ
う

な
内
容
と
す
る
こ
と
に
は
能
力
も
経
験

も
不
足
し
て
お
り
、独
り
善
が
り
と
な
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、会
員
各
位
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、紙
面
に
紹
介
す
る
な

ど
、「
伝
言
板
」と
し
て
紙
面
を
活
用
い
た

だ
く
こ
と
や
、本
会
へ
の
苦
情
、注
文
を
い

た
だ
き
、回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
と
し

て
も
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、ご
意
見
、ご
提
案
を
下
さ
い
ま

す
よ
う
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

飛
騨
地
方
を
代
表
す
る
飛
騨
家
具

業
界
は
、
協
同
組
合
飛
騨
木
工
連
合

会
を
中
心
に
『
第
６
回
木
・
人
・
技

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
九
月
九
日

か
ら
二
日
間
、
飛
騨
高
山
ビ
ッ
ク
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

飛
騨
家
具
業
界
に
は
、『
木
の
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
と
題
し
、
商
社
・

家
具
小
売
業
者
を
対

象
と
し
た
展
示
商
談
会
。『
木
・
人
・

技
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
と
題
し
、

地
元
一
般
消
費
者
や
観
光
客
に
飛
騨

の
家
具
・
工
芸
品
な
ど
を
さ
ら
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
展
示
会
が
各
年
お
き
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
協

同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会
の
組
合
員

十
九
社
の
新
作
家
具
二
千
点
を
展
示
。

会
場
に
は
、
重
厚
な
雰
囲
気
の
食
卓

セ
ッ
ト
、
応
接
セ
ッ
ト
か
ら
モ
ダ
ン

な
デ
ザ
イ
ン
の
イ
ス
、
食
器
棚
な
ど

様
々
。
ま
た
、
飛
騨
春
慶
・
一
位
一

刀
彫
・
渋
草
焼
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
る
「
飛
騨
の
伝
統
的
工
芸
品
展
」

「
飛
騨
・
高
山
学
生
家
具
デ
ザ
イ
ン

大
賞
展
」
な
ど
も
同
時
開
催
さ
れ
た
。

　

伝
統
と
斬
新
さ
が
混
在
し
た
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
見
る
と
、
人
と

技
を
大
切
に
す
る
地
域
性
が
見
て
と

れ
た
。
ま
た
、
飛
騨
国
際
工
芸
学
園

や
高
山
工
業
高
校
の
生
徒
が
出
展
し

た
「
飛
騨
・
高
山
学
生
家
具
デ
ザ
イ

ン
大
賞
展
」
で
は
、
技
の
継
承
者
の

育
成
に
も
業
界
・
地
域
ぐ
る
み
で
努

め
て
お
り
、
飛
騨
の

家
具
・
木
工
・
工
芸

品
に
た
ず
さ
わ
る
人

の
裾
野
の
広
さ
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
飛
騨
・
高
山
の
底
力
を
感
じ
た
。

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
の
子
供
向
け
陶
器
専
門
店「
キ
ッ
ズ
・
ラ
ン
ド
」

　

中
央
会
に
は
東
濃
支
所
と
飛
騨
支
所
が
あ
り
ま
す
。東
濃
支
所
は
東
濃
西
部
地
域
と
中
津
川
恵
那
地
域（
五

市
・
二
郡
）、飛
騨
支
所
は
飛
騨
地
域
と
益
田
地
域（
一
市
、三
郡
）を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
報
紙
で
も
、両
支
所
の
情
報（
記
事
）を
極
力
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
紙
面
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、　

月
号
か
ら『
支
所
だ
よ
り
』の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、会
員
の
み
な
さ
ま
方
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
会
報
紙
と
な

10
る
よ
う
、よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
る
よ
う
、支
所
長
の
目
か
ら
捉
え
た
地
域
の
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

木
・
人
・
技
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
東
濃
支
所
だ
よ
り
」連
載
開
始
に
あ
た
っ
て

人
と
技
の
継
承

東
濃
支
所
だ
よ
り

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
平
田
達
彦

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
渡
辺
瑞
枝



　
〈
九
月
中
〉

２
日　

岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
協

同
組
合
・
創
立　

周
年
記
念
シ
ン

20

ポ
ジ
ウ
ム
（
未
来
会
館
）

２
日
〜
３
日 
環
境
フ
ェ
ス
タ
ぎ
ふ

（
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
）

４
日　

県
雇
用
能
力
開
発
推
進
運
営

協
議
会
（
岐
阜
パ
リ
ス
ホ
テ
ル
）

５
日　

ビ
ジ
ネ
ス
ド
リ
ー
ム　

連
絡

21

会
議
（
雇
用
能
力
開
発
機
構
岐
阜

セ
ン
タ
ー
）

６
日　

第　

回
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

10

バ
ル
（
岐
阜
産
業
会
館
）

７
日　

第
９
回
岐
阜
県
産
業
教
育

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
（
県
議
会
西

棟
）

　

第　

回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア

11

（
岐
阜
大
会
）
準
備
委
員
会
（
県

議
会
西
棟
）

　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
最
新
情
報
セ

ミ
ナ
ー（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

取
（
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
）

　

組
織
化
指
導
中
央
研
究
会
（
全

国
中
央
会
）

　

日　

中
央
会
正
副
会
長
会
議
（
グ

21
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物

対
策
連
絡
会
議
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー

ル
岐
山
）

　

中
小
商
業
活
性
化
推
進
委
員
会

（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
視
察

22
（
山
梨
県
）

　

日　

在
名
古
屋
外
国
公
館
と
の
交

25
流
会
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
・
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
研
修
会

（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

都
道
府
県
中
央
会
事
務
局
代

28
表
者
会
議
・
全
国
大
会
特
別
委
員

会
（
東
京
都
）

　

中
央
会
指
導
員
研
究
会（
金
沢
）

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

　

大
蔵
省
地
域
経
済
調
査
（
県
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

　

日  
多
角
的
連
携
研
修
会（
各
務
原

11
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

日　

岐
阜
県
労
働
問
題
協
議
会
世

12
話
人
会
（
県
議
会
西
棟
）

　

岐
阜
地
域
人
材
育
成
推
進
協
議

会
（
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
）

　

日　

岐
阜
県
消
費
生
活
安
定
審
議

13
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
中
央

18
会
・
会
長
会
議
（
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ

ア
）

　

中
部
通
産
局
官
公
需
適
格
組
合

審
査
諮
問
委
員
会（
中
部
通
産
局
）

　

日　

衆
議
院
商
工
委
員
会
に
よ
る

19
地
元
経
済
団
体
等
か
ら
の
事
情
聴

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
研
修
案
内

　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
・
ド
リ
ー
ム
・

コ
ア
・
全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研

修
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
十
一
月
以

降
の
研
修
は
、次
の
と
お
り
。

　

▽
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０
０
応
用

＝
開
催
日
は
十
一
月
二
十
日
・
二
十

一
日
、受
講
料
は
一
万
六
千
円
。申

込
締
切
は
十
一
月
六
日
。

　

▽
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
２
０
０
０
マ
ク

ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
＝
開
催
日
は
十
一
月
二

十
七
日
・
二
十
八
日
、受
講
料
は
一

万
六
千
円
。申
込
締
切
は
十
一
月
十

三
日
。

局（
岐
阜
市
金
町
六－

一
七
、℡
〇
五

八－

二
六
二－

九
七
四
九
・　

〇
五

八－

二
六
二－

八
九
三
〇
）ま
で
。

周
年
を
記
念
し
駄
知
町
の
新
た
な
名

物
づ
く
り
の
た
め
に
行
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
。
演
じ
た
の
は
、
国
の
重
要
無

形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
久
田
勘
鴎

さ
ん
ら
二
十
人
の
能
楽
師
で
、
能
は

「
土
蜘
蛛
」、
狂
言
は
「
太
刀
奪
（
た

ち
ば
い
）」
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
組
合
が
特
設
舞
台
を
設

置
し
、
約
九
百
人
が
秋
の
夜
の
幽
玄

な
舞
台
に
魅
了
さ
れ
た
。

　

体
裁
は
、
Ａ
４
版
十
六
頁
建
て
、
毎

週
月
曜
日
発
行
、
年
間
購
読
料
は
九

万
六
千
円
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
時
事
通
信
社
岐
阜
支

　
　

街
の
名
物
づ
く
り
に
薪
能

駄
知
小
売
商
業　

が
主
催

(協)
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駄
知
小
売
商
業
協
同
組
合
が
主
催

す
る
『
駄
知
・
薪
能
（
た
き
ぎ
の
う
）』

が
九
月
十
四
日
、
午
後
七
時
か
ら
土

�
…『
異
業
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
０
ぎ
ふ
』　

月　

日　

午
前　

時
よ
り
、ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で
開
催

１１

１４

（火）

１１

時
事
Ｉ
Ｔ
情
報
の
購
読
案
内

　

時
事
通
信
社
か
ら
『
時
事
Ｉ
Ｔ
情

報
』（
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
紙
）
が
、
九

月
四
日
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
情
報
紙
は
、
経
営
の
舵
取
り
に

あ
た
る
リ
ー
ダ
ー
や
上
級
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
が
経
営
戦
略
を
策
定
す
る
上
で
、
不

可
欠
な
最
新
の
Ｉ
Ｔ
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
、
か
つ
ふ
ん
だ
ん
に
お
伝
え
す

る
も
の
で
す
。
内
容
も
、
訓
練
さ
れ
た

　

▽
一
太
郎　

基
礎
＝
開
催
日
は

10

十
二
月
七
日
、受
講
料
は
七
千
円
、

申
込
締
切
は
十
一
月
二
十
四
日
。

　

▽
魅
力
あ
る
提
案
書
・
見
積
書
作

成
＝
開
催
日
は
七
千
円
。申
込
締
切

は
十
一
月
二
十
四
日

　

※
四
研
修
と
も
開
催
時
間
は
午

後
十
時
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分

ま
で
。場
所
は
ド
リ
ー
ム
・
コ
ア
三
階
・

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
習
室
１
。

　

参
加
申
込
な
ど
は
、　

ソ
フ
ト
ピ

（財）

ア
ジ
ャ
パ
ン
、企
画
・
研
修
部（
〇
五

八
四－

七
七－

一
一
一
三
）ま
で
。

同
社
の
海
外
支
局
メ
ン
バ
ー
と
専
門
記

者
や
内
外
の
専
門
家
が
最
先
端
技
術

や
英
語
情
報
も
わ
か
り
や
す
い
記
事

に
仕
立
て
、語
句
解
説
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
読
み
や
す
く
編
集
さ
れ
ま
す
。

　

時
事
Ｉ
Ｔ
情
報
を
通
じ
、
世
界
と

貴
組
合
・
傘
下
企
業
を
つ
な
ぎ
、双
方

向
で
情
報
交
流
で
き
る
新
時
代
に
、Ｉ

Ｔ
情
報
紙
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

岐
市
の
駄
知
白
山
神
社
で
が
開
か
れ

た
。

　

こ
の
薪
能
は
、
ど
ん
ぶ
り
会
館
二
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